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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
原発より飛来した放射性Csが農地土壌に沈着しました。
土壌中でのCsの存在について説明します。
クリック
土壌を詳細にみると、養分が吸着するサイトは、大まかにいって粘土鉱物と、有機物に吸着されています。
この吸着されているサイトですが、場所によりその吸着力が異なることがわかっています。
クリック
粘土の層間に入ったものは、強い吸着をしめし、植物の利用はしにくいと考えられています。
一方、外側に吸着しているものや、有機物に吸着しているものは、吸着としては弱く、植物が利用しやすい分画と考えられいます。
一般的に土壌から作物へのCs移行のしやすさを示すものに、移行係数が使われますが、それは、測定のしやすさもあり、これらのCsを合計した全Csに対した作物のCs量で表しています。
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土壌中の放射性セシウム 

圃場内でバラつき➡作物内のセシウムは？ 

（福島県農業総合センター） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、圃場に降下したCsは決して均一でないこともわかっています。
これは福島県農業総合センターの成果ですが、ある圃場では7～8倍の濃度差がみられました。
一方、そこで作物を栽培した場合の作物内のバラつきについては、ほとんど報告されていません。




目的 

➡ どのような土壌が放射性Csの高い作物を
生産するか？  

土壌中での放射性Csの分布、作物への移行 

➡ 今後の予測（安定Csと比較） 
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➡ 圃場内でのバラつき 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、本発表での目的は、




調査方法 
  福島県飯舘村の圃場(30m×3.6m)を60分割 
 
 
 

2014/9/8(開花期) 

• 土壌 
   各区画の中心において 
   内径5cm，深さ15cmの土壌試料    
 
 

 

• ソバ 
   信濃一号 
   8/7播種〜10/21収穫 

2014/8/7(播種前） 
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測定項目 
分類 分解・抽出 測定 

全Cs - NaIシンチレータ 

交換性 酢酸アンモニウム NaIシンチレータ 
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交換性Cs （1M・酢酸アンモニウムで抽出） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全と交換性
植物が吸いやすいのは交換性だという説明どこかに一言



圃場内の放射性Csのバラつき 
 
作物（ソバ）の放射性Csのバラつき 



交換性Cs 
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放射性Csのバラつき 

全Cs 

最大値と最小値の差 

全Cs 1.9倍 

交換性Cs 4.4倍 
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標準偏差 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
分布図についても説明
変動係数とは、
全Csは最大と最少で1.9倍の差に対し、交換性は4.4倍でした。
交換態のバラつきの方が大きかったです。



変動係数 

全量 交換性 

Csと他元素のバラつき 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
他元素とのバラつきを比較します。
全量、交換態とも、セシウムが特にバラつきが高いということはなく、他の元素と同様の傾向を示しました。
なお、全量と交換態を比較すると、交換態の方がバラつきが高い傾向となりました。



ソバ子実の放射性Cs濃度 
C
B
A
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最大値と最小値の差 1.9倍 4.4倍 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
栽培したソバのバラつきを見ますと、
ソバのバラつきは5.5倍となり、土壌のバラつきより大きいことが分かります。
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子実Cs濃度と各項目の相関 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、作物のCs吸収は土壌中の成分のうち、何と相関が高いのでしょうか？



どのような土壌で子実の放射性Csが高いか？ 

どのような土壌の交換性Csが高いか？ 



全Cs と 交換性Cs 
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正の相関 
➡降下物（全137Cs)が多い所に交換性Csも多い 
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全炭素含量 と 交換性Cs 

交換性Cs濃度と全炭素含量に相関 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全Cs以外の要因として、交換性Csと相関が高ったのが、全炭素量でした。
全炭素は、大まかには有機物含量を示していると考えられますので、交換性Csは有機物に吸着されていることを示唆しています。
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全炭素含量 と 抽出率 
抽出率 = 

全Cs 
交換性Cs 

Csの抽出率は全炭素含量と相関 
→交換性Csは有機物に吸着されていることを示唆 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、Csの抽出率、つまり、全Csに対する交換性Csの割合も、炭素含量と相関が高かったです。
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交換性Csの吸着場所 = 粘土鉱物＋有機物 
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（同一圃場ゆえ、粘土組成は同じと仮定） 



偏りの原因 

用水路 

用水路側ほど水分が高い 
 →水分過多による生育不良？ 
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1 昨年，圃場の右半分のみでソバを作付 
 →施肥の影響で養分増加？ 

•土壌水分  圃場5ヶ所で体積含水率を測定 

•過去の作付 
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今後の放射性Csの挙動（予想） 
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セシウム（Cs） 
134Cs、137Cs（放射性） 

原子力発電所 

133Cs（安定） 

土壌 
5000Bq/kg 
約10-6mg/kg 

約数mg/kg 

Cs Cs 

Cs Cs Cs 
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比較 

予測？ 

土壌中放射性Csの今後（予想） 
➡ 安定Csと比較 



全Cs分布 

安定Csの 
ばらつきが小さい 

安定Cs 
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(kBq/㎡) 

(mg/kg) 

放射性Cs 

全Cs 

Cs Cs 

Cs 

Cs Cs 

Cs 

Cs 

最大値と最小値の差 

放射性Cs 1.9倍 

安定Cs 1.6倍 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
分布図についても説明



交換性Cs分布 

ばらつきの大きさは 
ほぼ同じ 

安定Cs 
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放射性Cs (kBq/㎡) 

(mg/kg) 

交換性 
放射性Cs 

交換性 
安定Cs 
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最大値と最小値の差 

放射性Cs 3.9倍 

安定Cs 3.2倍 



Cs抽出率 

放射性Cs＞安定同位体Cs 
→事故由来の放射性Csは固定化が進行中？ 24 
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ソバへの移行係数 

放射性Cs＞安定Cs 
→放射性Csが安定Csより移行しやすい 

25 

0.0

0.4

0.8

1.2

放射性Cs 安定同位体Cs 

移
行

係
数

(%
) 

3倍 

(n=60) 



ソバ体内のCs移動 

子実のCs濃度/地上部(開花期)のCs濃度比 

➡137Csと133Csは同等 
➡ソバ体内では同様の動きをしている 



圃場内バラつき 

土壌中の存在形態 

・交換性Csの抽出率：放射性Cs＞安定Cs 
・作物の移行係数：放射性Cs＞安定Cs 
  →事故由来の放射性Csは固定化が進行中？ 

・交換性Csと全炭素含量に相関 
 →交換性Csは有機物に吸着されていることを示唆 

・全Cs＞ 交換性Cs 
・作物＞土壌 

（同一圃場での比較） 

土壌中の存在形態 
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農産物のモニタリング検査 
時間とともに低下傾向 

・物理的半減期 
・低減対策 
・土壌へ固定 



・森美穂子さん（平成26年度卒業） 
・大久保金一さん（農家） 
・福島再生の会の皆さま 
・関谷信人准教授（三重大学） 
・古川純准教授（筑波大学） 

ご清聴ありがとうございました。 
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